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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Preview

シリーズ開催 22 年目を迎えた PCCJ は、日本で開催されているワ
ンメイクレースで最も長い歴史を誇っている。そして今シーズンは
ニューカップカー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が導入され、6
大会 11 戦でシリーズ戦は競われており、今回の第 9-10 戦が 5 大
会目となる。シーズンは最終盤戦に突入しているため、「プロクラス

（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」と 3 クラ
スともに、シリーズランキング争いで重要な一戦となってくる。

その第 9-10 戦の舞台となるのが鈴鹿サーキットで、今シーズンは第
5-6 戦以来 2 回目の開催となる。F1 日本 GP が開催される鈴鹿サー
キットは、全長 5.807 ㎞で、低速、中速、高速の各コーナーがバラ
ンスよく配置されていて、世界中のドライバーから高い評価を得てい
る。世界的にも珍しい立体交差も有しており、右回りと左回りが入れ
替わる 8 の字型のレイアウトとなっているのも特徴の一つとなってい
る。そして、最終コーナーの立ち上がりからグランドスタンド前のメ
インストレートでスリップストリームを利用して進入する 1 コーナーの
バトルは見所で、トータルパッケージが大幅に進化したタイプ 992
のカップカーが前回は激しいバトルを展開しただけに、今回のレース
も見所が多いはずだ。

まずプロクラスは、シリーズチャンピオン経験者である #1 近藤翼と
#60 小河諒の一騎打ちとなっていた。だが、前大会を #1 近藤が欠
場したために、二人のポイントは一気に 55 点差まで広がりランキン
グトップの #60 小河が 182 点、2 位の #1 近藤が 127 点となって
いる。しかも、今回の鈴鹿大会は第 8 戦でアクシデントに見舞われ
たポルシェジャパンジュニアドライバー #91 山本聖渚のマシン修復が
間に合わないため欠場となるため、まさにタイトルを掛けた一対一の
戦いとなる。そのため、第 9 戦で #60 小河が優勝すれば 207 点と
なり、#1 近藤が 2 位ならば 147 点と 60 点の差が付いてしまう。
PCCJ は優勝ポイントが 25 点のため残り 2 レースで #60 小河がノー
ポイントに終わっても、#1 近藤が逆転するのは不可能となりチャン
ピオンが決定する。もし第 9 戦で #60 小河が優勝できなくても、第
10 戦終了時点で #1 近藤に 25 点以上の差を着けていれば 3 度目
の王座戴冠となる。

ベテランの #98 IKARI、#77 浜崎大、2017 年のシリーズチャンピ
オンである #9 武井真司による三つ巴の戦いが展開されているプロア
マクラス。だが、第 8 戦でアクシデントに見舞われた #77 浜崎が
今大会は欠場のため、鈴鹿は #98 IKARI 対 #9 武井となる。ポイ

#60 R.OGAWA

ントランキングは、1 位の #98 IKARI が 166 点、2 位の #77 浜
崎が 147 点、3 位の #9 武井が 132 点となっているため、第 10
戦終了時点で #98 IKARI が #77 浜崎と #9 武井に 25 点以上の差
を着けていれば、悲願のクラスチャンピオン獲得となる。

一方のアマクラスは、今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 8 戦
中 7 勝をマークで 195 点と圧倒的な強さを見せており、ランキング
2 位の #63 長嶋重登が 151 点と 44 点差となっている。そのため、
第 9 戦終了時点で #10 MOTOKI TAKAMI が #63 長嶋に 50 点以
上の差を着けていれば、参戦初年度ながら王者に輝く。

PCCJ 第 9-10 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 8月26日
（金）8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2セッ
ション。予選は 8月27日（土）11 時 55 分～12 時 25 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 9 戦が 27日（土）16 時 55 分スタート（10 周も
しくは 30 分間）、第 10 戦が 28日（日）11 時 10 分スタート（10
周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 9-10 戦の決勝レース
はポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日
ともにライブストリーミング配信される予定だ。
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PCCJ 第 9-10 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 8月26日
（金）8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2セッ
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Entry List

Class Driver 国籍 プログラム名 Entrant

1 1 Pro 近藤 翼 日本
2 60 Pro 小河 諒 日本
3 9 ProAm 武井 真司 日本
4 98 ProAm IKARI 日本
5 5 Am 日本 洋菓子店 カサミンゴー
6 7 Am IKEDA 日本
7 10 Am 日本 Rn-sports
8 63 Am 長嶋 重登 日本
9 66 Am BANKCY 日本
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Pro Class                                                 : 2'02.317　近藤　 翼  - 911 GT3 Cup (Type992)                      2022 SUPER GT Rd.3
ProAm Class（or Gentleman Class）  : 2'05.049　鈴木 宏和  - 911 GT3 Cup (Type991 II)                  2018 SUPER GT Rd.3
Am Class                                                : 2'05.489　MOTOKI TAKAMI  - 911 GT3 Cup (Type992)       2022 SUPER GT Rd.3  
  

PCCJ コースレコード

SUZUKA Circuit Course

鈴鹿サーキット ・ コース概要
全　長 5,807m

（東コース 2,243m）
（西コース 3,475m）
幅　員 10 ～16m
メインストレート 約800ｍ
西ストレート 約1,000ｍ
コーナー数 18（左コーナー：8、右コーナー：10）
高低差 約40m

N
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：32 度　路面：38 度

今シーズン、ニューカップカー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が
導入された PCCJ は 6 大会 11 戦で競われており、今回の鈴鹿大会
は 5 大会目の第 9-10 戦とシーズン終盤戦になる。しかも、今大会
の獲得ポイント次第で「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」

「アマクラス（Am）」の 3 クラスともに、シリーズチャンピオンが決
定する可能性がある。そのため予選前日の 26 日（金）に実施され
た専有走行では、全ドライバーとも気合いの入った走行りを見せてい
た。その中でトップタイムをマークしたのは、プロクラスの #1 近藤
翼で 2 分 04 秒 268 を記録。プロアマクラスのトップは #98 IKARI
で 2 分 06 秒 038、アマクラスのトップは #10 MOTOKI TAKAMI
で 2 分 07 秒 324 を記録した。

27 日の予選は、予定の 11 時 55 分から 20 分遅れの 12 時 15
分から 30 分間で行われた。予選開始時と同時に 9 台のカップカー
はタイムアタックのため続々とコースイン。まず 3 周目に、2 分 03
秒 882 を記録した #1 近藤がトップに立つと、2 番手には #60 小

河諒が 2 分 04 秒 061 で着ける。そして 5 周程度の走行を終えた
各車はピットへと戻り、2 回目のタイムアタックへ向けてマシン調整や
タイヤ交換などを行う。残り 10 分を切り、各車は再びタイムアタッ
クへ挑むべくコースインしていく。ここで、#60 小河が 2 分 03 秒
590 を記録してトップに立つが、その後に #1 近藤が 2 分 03 秒
227 をマークしてポールポジションを獲得。予選後、#1 近藤は「前
回の富士は欠場になってしまったので、久しぶりの実戦ですがポール
ポジションを獲得できて良かったです。5 月の鈴鹿では 2 戦ともスター
トに失敗しているので、今回はきちんと決めて勝ちたいですね」と語る。
2 番手の #60 小河は「思ったようにタイムをアップすることができま
せんでした。でもレースでは、勝ってチャンピオンを決めたいですね」
と、決勝への意気込みを語る。ランキングトップの #60 小河と 2 位
#1 近藤のポイント差は 55 点のため、第 9 戦決勝で #60 小河が優
勝するとチャンピオン決定となるため、ここでしっかりと勝利を収めて
2014 年以来 3 度目となる PCCJ シリーズチャンピオンを決めたいと
気合いが入る。

プロアマクラスのポールポジションを獲得したのは 2 分 06 秒 022

を記録した #98 IKARI。「アマクラスの MOTOKI TAKAMI 選手にタ
イムで負けたのが悔しいですね。決勝はなんとか巻き返したいですが、
まずはクラスチャンピオン獲得を考えて走りたいと思います」と語る。
#98 IKARI が語るように、アマクラスのポールポジションを獲得した
#10 MOTOKI TAKAMI は 2 分 05 秒 403 とクラスニューコースレ
コードを記録して総合グリッド 3 番手に着ける。「今日はイメージ通り
の走りができ、プロアマクラスのタイムを上回れて良かったです。決
勝ではスタートをきちんと決めて、ポジションをキープしてゴールした
いですね」と意気込みを語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 10 戦の予選結果は第 9
戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #98 IKARI、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI と、3 人が各クラスのポール
ポジションを獲得した。

第 9 戦の決勝レースは 27日（土）16 時 55 分スタート（10 周もし
くは 30 分間）、第 10 戦は 28日（日）11 時 10 分スタート（10
周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 9-10 戦の決勝レース
はポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日
ともにライブストリーミング配信される予定だ。

P.P : #1  T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：32 度　路面：38 度

今シーズン、ニューカップカー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が
導入された PCCJ は 6 大会 11 戦で競われており、今回の鈴鹿大会
は 5 大会目の第 9-10 戦とシーズン終盤戦になる。しかも、今大会
の獲得ポイント次第で「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」

「アマクラス（Am）」の 3 クラスともに、シリーズチャンピオンが決
定する可能性がある。そのため予選前日の 26 日（金）に実施され
た専有走行では、全ドライバーとも気合いの入った走行りを見せてい
た。その中でトップタイムをマークしたのは、プロクラスの #1 近藤
翼で 2 分 04 秒 268 を記録。プロアマクラスのトップは #98 IKARI
で 2 分 06 秒 038、アマクラスのトップは #10 MOTOKI TAKAMI
で 2 分 07 秒 324 を記録した。

27 日の予選は、予定の 11 時 55 分から 20 分遅れの 12 時 15
分から 30 分間で行われた。予選開始時と同時に 9 台のカップカー
はタイムアタックのため続々とコースイン。まず 3 周目に、2 分 03
秒 882 を記録した #1 近藤がトップに立つと、2 番手には #60 小

河諒が 2 分 04 秒 061 で着ける。そして 5 周程度の走行を終えた
各車はピットへと戻り、2 回目のタイムアタックへ向けてマシン調整や
タイヤ交換などを行う。残り 10 分を切り、各車は再びタイムアタッ
クへ挑むべくコースインしていく。ここで、#60 小河が 2 分 03 秒
590 を記録してトップに立つが、その後に #1 近藤が 2 分 03 秒
227 をマークしてポールポジションを獲得。予選後、#1 近藤は「前
回の富士は欠場になってしまったので、久しぶりの実戦ですがポール
ポジションを獲得できて良かったです。5 月の鈴鹿では 2 戦ともスター
トに失敗しているので、今回はきちんと決めて勝ちたいですね」と語る。
2 番手の #60 小河は「思ったようにタイムをアップすることができま
せんでした。でもレースでは、勝ってチャンピオンを決めたいですね」
と、決勝への意気込みを語る。ランキングトップの #60 小河と 2 位
#1 近藤のポイント差は 55 点のため、第 9 戦決勝で #60 小河が優
勝するとチャンピオン決定となるため、ここでしっかりと勝利を収めて
2014 年以来 3 度目となる PCCJ シリーズチャンピオンを決めたいと
気合いが入る。

プロアマクラスのポールポジションを獲得したのは 2 分 06 秒 022

を記録した #98 IKARI。「アマクラスの MOTOKI TAKAMI 選手にタ
イムで負けたのが悔しいですね。決勝はなんとか巻き返したいですが、
まずはクラスチャンピオン獲得を考えて走りたいと思います」と語る。
#98 IKARI が語るように、アマクラスのポールポジションを獲得した
#10 MOTOKI TAKAMI は 2 分 05 秒 403 とクラスニューコースレ
コードを記録して総合グリッド 3 番手に着ける。「今日はイメージ通り
の走りができ、プロアマクラスのタイムを上回れて良かったです。決
勝ではスタートをきちんと決めて、ポジションをキープしてゴールした
いですね」と意気込みを語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 10 戦の予選結果は第 9
戦と同じく、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #98 IKARI、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI と、3 人が各クラスのポール
ポジションを獲得した。

第 9 戦の決勝レースは 27日（土）16 時 55 分スタート（10 周もし
くは 30 分間）、第 10 戦は 28日（日）11 時 10 分スタート（10
周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 9-10 戦の決勝レース
はポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日
ともにライブストリーミング配信される予定だ。

ProAm Class P.P.  #98 IKARI Am Class P.P.  #10.M.TAKAMI

ProAm Class P.P.  #98 IKARI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9 Qualify Result

L) : #66 BANKCY, #5 KenRyu

1 1 Pro 1 2'03.227
2 60 Pro 2 2'03.590 0.363 0.363
3 10 Am 1 R2'05.403 2.176 1.813
4 98 ProAm 1 IKARI 2'06.022 2.795 0.619
5 63 Am 2 2'06.284 3.057 0.262
6 9 ProAm 2 2'06.400 3.173 0.116
7 5 Am 3 2'07.291 4.064 0.891
8 66 Am 4 BANKCY 2'09.418 6.191 2.127
9 7 Am 5 IKEDA 2'09.921 6.694 0.503

Am 2'05.489

Gap LapPos No Class C.P. Name Team/Car

#5 CASA MINGO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9 Starting Grid

1
近藤翼

1
1 60

小河諒
2

10

-sports

3
2 98

IKARI
4

63
長嶋重登

5
3 9

武井真司
6

5

洋菓子店カサミンゴー

7
4 66

BANKCY
8

7
IKEDA

9
5

#1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：31 度　路面：35 度

27日の 12 時 15 分から行われた PCCJ 第 9 戦の予選で、プロクラ
スは前大会を欠場した #1 近藤翼がポールポジションを獲得し、2 番
手には現在シリーズランキングトップの #60 小河諒が続く。総合 3
番手にはアマクラスで 9 戦連続ポールポジションを獲得した #10 
MOTOKI TAKAMI、総合 4 番手にはプロアマクラスのポールポジショ
ンである #98 IKARI が着ける。

第 9 戦決勝は 17 時 15 分からフォーメーションラップが開始され、
グリッドに再び全車が整列してシグナルレッドがブラックアウトし熱戦
の火蓋が切られた。ここでフロントロウに並ぶプロクラスの 2 台を上
回るロケットスタートを見せたのが、3 番手グリッドからスタートした
アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI だ。1 コーナーをトップで駆け
抜けた #10 MOTOKI TAKAMI は、プロクラスの #1 近藤と #60 
小河を従えて 2 分 06 秒台半ばのラップタイムで周回を重ねていく。
2 番手の #1 近藤は、4 周目のスプーンで #10 MOTOKI TAKAMI
に勝負を仕掛けて前に出ることに成功。3 番手の #60 小河も、同

じく 4 周目の 130R で勝負に出て 2 番手に浮上する。トップに立っ
た #1 近藤はペースを上げて、5 周目には 2 分 05 秒 859 のレー
スファステストを記録し、トップでチェッカーを受けて今シーズン 3 勝
目を飾る。「スタートで少し出遅れたのですが、MOTOKI TAKAMI 選
手のスタートが上手すぎて前に行かれてしまいました。その後は抜く
チャンスを伺って、最終的に前に出て優勝できて良かったです」と、
#1 近藤は振り返る。2 位の #60 小河は「MOTOKI TAKAMI 選手
のロケットスタートは凄かったですね。僕は明日こそ優勝してチャンピ
オンを獲得したいです」と語る。第 9 戦終了時点で、ランキングトッ
プの #60 小河は 202 点、2 位の #1 近藤は 152 点と 50 点差となっ
ているため、明日の第 10 戦で #60 小河がポイントを獲得すれば、
2014 年以来 3 度目の PCCJ シリーズチャンピオンに輝く。

プロアマクラスは、#98 IKARI と #9 武井真司のバトルがスタートか
らゴールまで続いたが、#98 IKARI が最後まで #9 武井を抑えきって
今シーズン 4 回目の優勝を飾る。「最初から最後まで武井選手とのバ
トルを楽しめましたが、とても疲れるレースでした。明日も優勝してチャ
ンピオンを決めたいですね」と喜びを語る。2 位に終わった #9 武井は、

「最後までプレッシャーを掛け続けたのですが、抜くことができません
でした……」と悔しさを滲ませる。なお、#98 IKARI（191 点）と
#9 武井（152 点）のポイント差は 39 点で、明日の第 10 戦で
#98 IKARI がノーポイントで終わらない限りチャンピオン決定となる。

そしてアマクラスは、レース前半に総合トップを走り続けた #10 
MOTOKI TAKAMI が今シーズン 8 勝目を上げる。「最高のスタート
を切れ、総合トップも走れることができてとても嬉しいです。最後は
タイヤが前半攻めすぎたようで厳しかったですが」と、アマクラスで
総合トップを複数周回走った喜びを #10 MOTOKI TAKAMI は語る。
これでランキング 2 位の #63 長嶋重登とのポイント差は 49 点とな
り、#10 MOTOKI TAKAMI は明日の第 10 戦がノーポイントに終わ
らない限りチャンピオン決定となる。

PCCJ 第 10 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は 8 月 28
日（日）11 時 10 分のスタートを予定している。各クラスのポール
ポジションは、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #98 
IKARI、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI と、第 9 戦と同じとなっ
ている。なお、第 10 戦の決勝レースもポルシェジャパンの twitter
アカウント（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 9 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：31 度　路面：35 度

27日の 12 時 15 分から行われた PCCJ 第 9 戦の予選で、プロクラ
スは前大会を欠場した #1 近藤翼がポールポジションを獲得し、2 番
手には現在シリーズランキングトップの #60 小河諒が続く。総合 3
番手にはアマクラスで 9 戦連続ポールポジションを獲得した #10 
MOTOKI TAKAMI、総合 4 番手にはプロアマクラスのポールポジショ
ンである #98 IKARI が着ける。

第 9 戦決勝は 17 時 15 分からフォーメーションラップが開始され、
グリッドに再び全車が整列してシグナルレッドがブラックアウトし熱戦
の火蓋が切られた。ここでフロントロウに並ぶプロクラスの 2 台を上
回るロケットスタートを見せたのが、3 番手グリッドからスタートした
アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI だ。1 コーナーをトップで駆け
抜けた #10 MOTOKI TAKAMI は、プロクラスの #1 近藤と #60 
小河を従えて 2 分 06 秒台半ばのラップタイムで周回を重ねていく。
2 番手の #1 近藤は、4 周目のスプーンで #10 MOTOKI TAKAMI
に勝負を仕掛けて前に出ることに成功。3 番手の #60 小河も、同

じく 4 周目の 130R で勝負に出て 2 番手に浮上する。トップに立っ
た #1 近藤はペースを上げて、5 周目には 2 分 05 秒 859 のレー
スファステストを記録し、トップでチェッカーを受けて今シーズン 3 勝
目を飾る。「スタートで少し出遅れたのですが、MOTOKI TAKAMI 選
手のスタートが上手すぎて前に行かれてしまいました。その後は抜く
チャンスを伺って、最終的に前に出て優勝できて良かったです」と、
#1 近藤は振り返る。2 位の #60 小河は「MOTOKI TAKAMI 選手
のロケットスタートは凄かったですね。僕は明日こそ優勝してチャンピ
オンを獲得したいです」と語る。第 9 戦終了時点で、ランキングトッ
プの #60 小河は 202 点、2 位の #1 近藤は 152 点と 50 点差となっ
ているため、明日の第 10 戦で #60 小河がポイントを獲得すれば、
2014 年以来 3 度目の PCCJ シリーズチャンピオンに輝く。

プロアマクラスは、#98 IKARI と #9 武井真司のバトルがスタートか
らゴールまで続いたが、#98 IKARI が最後まで #9 武井を抑えきって
今シーズン 4 回目の優勝を飾る。「最初から最後まで武井選手とのバ
トルを楽しめましたが、とても疲れるレースでした。明日も優勝してチャ
ンピオンを決めたいですね」と喜びを語る。2 位に終わった #9 武井は、

「最後までプレッシャーを掛け続けたのですが、抜くことができません
でした……」と悔しさを滲ませる。なお、#98 IKARI（191 点）と
#9 武井（152 点）のポイント差は 39 点で、明日の第 10 戦で
#98 IKARI がノーポイントで終わらない限りチャンピオン決定となる。

そしてアマクラスは、レース前半に総合トップを走り続けた #10 
MOTOKI TAKAMI が今シーズン 8 勝目を上げる。「最高のスタート
を切れ、総合トップも走れることができてとても嬉しいです。最後は
タイヤが前半攻めすぎたようで厳しかったですが」と、アマクラスで
総合トップを複数周回走った喜びを #10 MOTOKI TAKAMI は語る。
これでランキング 2 位の #63 長嶋重登とのポイント差は 49 点とな
り、#10 MOTOKI TAKAMI は明日の第 10 戦がノーポイントに終わ
らない限りチャンピオン決定となる。

PCCJ 第 10 戦の決勝レース（10 周もしくは 30 分間）は 8 月 28
日（日）11 時 10 分のスタートを予定している。各クラスのポール
ポジションは、プロクラスが #1 近藤、プロアマクラスが #98 
IKARI、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI と、第 9 戦と同じとなっ
ている。なお、第 10 戦の決勝レースもポルシェジャパンの twitter
アカウント（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

Pro Class Winner : #1 T.KONDO,  2nd #60 R.OGAWA

ProAm Class Winner : #98 IKARI,  2nd #9 S.TAKEI

Am Class Winner : #10 M.TAKAMI
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Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9 Race Result

1 1 Pro 1 10 21'05.114 2'05.859
*12 60 Pro 2 10 21'09.272 4.158 4.158 2'05.953
3 10 Am 1 10 21'20.374 15.260 11.102 2'06.431
4 98 ProAm 1 IKARI 10 21'24.776 19.662 4.402 2'07.649
5 9 ProAm 2 10 21'25.087 19.973 0.311 2'07.761
6 63 Am 2 10 21'41.057 35.943 15.970 2'09.219
7 66 Am 3 BANKCY 10 21'42.565 37.451 1.508 2'09.320
8 5 Am 4 10 21'42.738 37.624 0.173 2'08.768
9 7 Am 5 IKEDA 10 22'51.742 1'46.628 1'09.004 2'13.058

Pro 1
ProAm 98
Am 10

*1

Lap GapPos No Class C.P. Name Team/Car

L : #9 S.TAKEI,  #98 IKARI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 10 Qualify Result

1 1 Pro 1 2'03.882
2 60 Pro 2 2'04.061 0.179 0.179
3 10 Am 1 2'05.913 2.031 1.852
4 98 ProAm 1 IKARI 2'06.027 2.145 0.114
5 63 Am 2 2'06.770 2.888 0.743
6 9 ProAm 2 2'06.804 2.922 0.034
7 5 Am 3 2'07.583 3.701 0.779
8 66 Am 4 BANKCY 2'09.706 5.824 2.123

*19 7 Am 5 IKEDA 2'10.724 6.842 1.018

*1

Gap LapPos No Class C.P. Name Team/Car

#66 BANKCY
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 10 Starting Grid

1
近藤 翼

1
1 60

小河諒
2

10

-sports

3
2 98

IKARI
4

63
長嶋重登

5
3 9

武井真司
6

5

洋菓子店カサミンゴー

7
4 66

BANKCY
8

7
IKEDA

9
5
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 10 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：31 度　路面：37 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 27 日に行われた予選のセカンドベストタイムで決定した
PCCJ 第 10 戦のポールポジションは、3 クラスとも第 9 戦の予選と
同じく、プロクラスが #1 近藤翼、プロアマクラスが #98 IKARI、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。第 9 戦決勝は、
予選順位と同じ結果になっているため、各クラスともチャンピオンが
掛かった第 10 戦がどのようなレースとなるのか注目された。

11 時 10 分、第 10 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。
路面状況を確認しながらタイヤに熱を入れて再び 9 台のマシンはグ
リッドに戻り、シグナルのオールレッドからブラックアウトでレースは
スタート。今日はポールポジションの #1 近藤が好スタートを見せて
1 コーナーをトップで駆け抜け、それにグリッド 2 番手の #60 小河、
3 番手の #10 MOTOKI TAKAMI が続く。トップの #1 近藤は 2 周
目にレースファステストとなる 2 分 04 秒 955 をマークして、2 番
手以下を引き離しに掛かる。#1 近藤と#60 小河の差は徐々に広がっ

ていき、最終的に 7 秒 098 の差で #1 近藤が前日に引き続き 2 連
勝を飾る。今シーズン 4 勝目をマークした #1 近藤は、「今日はスター
トをうまく決めることができ、そのまま逃げ切って優勝することができ
ました。前回の鈴鹿大会では優勝できなかったので、今回 2 連勝す
ることができて嬉しいです」と語る。#1 近藤のペースに着いて行け
ず 2 位に終わった #60 小河だが、ポイントを 202 点として 2 位の
#1 近藤との差が 45 点となったため、今シーズンのシリーズチャン
ピオンに決定した。「今日のレースで王者獲得と言っても、近藤選手
のペースに着いて行けなかったのが悔しいです。最終戦の鈴鹿では、
きちんと勝利を収めてシーズンを締めくくりたいと思います」と、
2014 年以来 8 年振り 3 度目の PCCJ チャンピオンに輝いた #60 
小河は気を引き締める。

プロアマクラスは、今回も #98 IKARI と #9 武井真司がテールトゥ
ノーズのバトルを展開。最終的に #98 IKARI が逃げ切って今シーズ
ン 5 回目の優勝を飾り、プロアマクラスのチャンピオンに輝く。「今
日の決勝はマシンバランスを変更して挑んだのですが、それが失敗

だった中、優勝できて良かったです。チャンピオン獲得はもっとしっ
かりした走りで決めたかったですね」と語る。そしてアマクラスは、
#10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 9 回目の優勝を成し遂げて、
参戦初年度でアマクラスのチャンピオンを獲得。「今日もスタートをう
まく決めることができ、最後まで自分のペースで走り切ることができ
ました。その結果としてチャンピオンが獲得できて嬉しいです」と、
王者獲得を喜ぶ。

今シーズンの PCCJ 最終戦となる第 11 戦は、10 月 7 日（金）～9
日（日）に鈴鹿サーキット（三重県）で開催される F1 日本グラン
プリのサポートレースとして行われる予定だ。2019 年は台風の影響
で開催中止され、2020 年、2021 年は新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により F1 日本 GP の開催が中止されたため、4 年振り
の F1 日本 GP サポートレースは、ニューカップカーでの戦いとなる。

Pro Class Winner : #1 T.KONDO,  2nd #60 R.OGAWA,  Am Class Winner #10 M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 10 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：31 度　路面：37 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 27 日に行われた予選のセカンドベストタイムで決定した
PCCJ 第 10 戦のポールポジションは、3 クラスとも第 9 戦の予選と
同じく、プロクラスが #1 近藤翼、プロアマクラスが #98 IKARI、
アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。第 9 戦決勝は、
予選順位と同じ結果になっているため、各クラスともチャンピオンが
掛かった第 10 戦がどのようなレースとなるのか注目された。

11 時 10 分、第 10 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。
路面状況を確認しながらタイヤに熱を入れて再び 9 台のマシンはグ
リッドに戻り、シグナルのオールレッドからブラックアウトでレースは
スタート。今日はポールポジションの #1 近藤が好スタートを見せて
1 コーナーをトップで駆け抜け、それにグリッド 2 番手の #60 小河、
3 番手の #10 MOTOKI TAKAMI が続く。トップの #1 近藤は 2 周
目にレースファステストとなる 2 分 04 秒 955 をマークして、2 番
手以下を引き離しに掛かる。#1 近藤と#60 小河の差は徐々に広がっ

ていき、最終的に 7 秒 098 の差で #1 近藤が前日に引き続き 2 連
勝を飾る。今シーズン 4 勝目をマークした #1 近藤は、「今日はスター
トをうまく決めることができ、そのまま逃げ切って優勝することができ
ました。前回の鈴鹿大会では優勝できなかったので、今回 2 連勝す
ることができて嬉しいです」と語る。#1 近藤のペースに着いて行け
ず 2 位に終わった #60 小河だが、ポイントを 202 点として 2 位の
#1 近藤との差が 45 点となったため、今シーズンのシリーズチャン
ピオンに決定した。「今日のレースで王者獲得と言っても、近藤選手
のペースに着いて行けなかったのが悔しいです。最終戦の鈴鹿では、
きちんと勝利を収めてシーズンを締めくくりたいと思います」と、
2014 年以来 8 年振り 3 度目の PCCJ チャンピオンに輝いた #60 
小河は気を引き締める。

プロアマクラスは、今回も #98 IKARI と #9 武井真司がテールトゥ
ノーズのバトルを展開。最終的に #98 IKARI が逃げ切って今シーズ
ン 5 回目の優勝を飾り、プロアマクラスのチャンピオンに輝く。「今
日の決勝はマシンバランスを変更して挑んだのですが、それが失敗

だった中、優勝できて良かったです。チャンピオン獲得はもっとしっ
かりした走りで決めたかったですね」と語る。そしてアマクラスは、
#10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 9 回目の優勝を成し遂げて、
参戦初年度でアマクラスのチャンピオンを獲得。「今日もスタートをう
まく決めることができ、最後まで自分のペースで走り切ることができ
ました。その結果としてチャンピオンが獲得できて嬉しいです」と、
王者獲得を喜ぶ。

今シーズンの PCCJ 最終戦となる第 11 戦は、10 月 7 日（金）～9
日（日）に鈴鹿サーキット（三重県）で開催される F1 日本グラン
プリのサポートレースとして行われる予定だ。2019 年は台風の影響
で開催中止され、2020 年、2021 年は新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により F1 日本 GP の開催が中止されたため、4 年振り
の F1 日本 GP サポートレースは、ニューカップカーでの戦いとなる。

ProAm Class Winner : #98 IKARI,  2nd #9 S.TAKEI

Am Class 2nd  #63  S.NAGASHIMA,  2nd  #66 BANKCY
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 10 Race Result

1 1 Pro 1 10 20'56.203 2'04.955
2 60 Pro 2 10 21'03.301 7.098 7.098 2'05.705
3 10 Am 1 10 21'10.519 14.316 7.218 2'06.222
4 98 ProAm 1 IKARI 10 21'20.724 24.521 10.205 2'07.465
5 9 ProAm 2 10 21'21.178 24.975 0.454 2'06.745
6 63 Am 2 10 21'32.423 36.220 11.245 2'08.024
7 66 Am 3 BANKCY 10 21'33.446 37.243 1.023 2'07.949
8 5 Am 4 10 21'44.332 48.129 10.886 2'08.444
9 7 Am 5 IKEDA 8 17'30.230 2Laps 2Laps 2'09.876

Pro 1
ProAm 9
Am 10

Name Team/Car Lap GapPos No Class C.P.

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium

Pro Class Winner #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after Round 10)

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 60 小河 諒 222 25 20 17 25 25 20 25 25 20 20
2 1 近藤 翼 177 20 25 25 20 20 17 -- -- 25 25
3 7 山田 遼 70 14 14 -- -- 17 25 -- -- -- --
4 91 山本 聖渚 20 -- -- -- -- -- -- 20 DNF -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 98 IKARI 216 17 25 25 20 25 17 17 20 25 25
2 9 武井 真司 172 25 17 -- -- 20 20 25 25 20 20
3 77 浜崎 大 147 20 20 20 25 17 25 20 DNF -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 245 25 25 25 25 20 25 25 25 25 25
2 63 長嶋 重登 191 20 20 9 20 25 20 17 20 20 20
3 66 BANKCY 124 14 17 8 17 -- -- 20 14 17 17
4 5 110 12 12 20 14 12 12 -- -- 14 14
5 23 滝澤 智幸 94 17 14 17 12 17 17 -- -- -- --
6 7 IKEDA 75 -- -- 10 10 -- -- 14 17 12 12
7 51 春山 次男 74 9 9 12 8 10 14 12 DNF -- --
8 17 KenRyu 67 10 10 14 9 14 10 -- -- -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING 347 37 28 23 33 37 28 39 42 40 40
2 Team KRM 231 21 21 9 14 26 35 15 26 32 32

富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Gallery
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Rd.9 Pro Class Top 3 Rd.9 ProAm Class Top 3

Rd.9 Am Class Top 3

Rd.10 Pro Class Top 2 Rd.10 ProAm Class Top 2 Rd.10 Am Class Top 3

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 9-10 Gallery
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